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【科目】分子生物学特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・学年共通
【担当教員】

林 倶子

【授業目標・教育方針】
・細胞内の遺伝子の変化について知識があること
・遺伝子変化と進化との関係について理解していること
・生合成の制御について基礎知識があること
・生体が恒常性を保つ仕組みについて理解していること

【授業概要】
授業時間ごとにテーマを設定し、理解を深めるため関連した問題を解く。
基本となる知識や理解度を確かめながら講義を進める。

【教科書・教材・参考書 等】
「生命科学のコンセプト分子生物学」小関治男他著　化学同人
「生化学・分子生物学演習」猪飼篤・野島博著　東京化学同人

【メッセージ】
・授業を休まないこと
・ノートをしっかりとること
・疑問点などはその場で質問すること

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：分子生物学特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 制限酵素 DNA の塩基配列特異的に作用する制限酵素を細菌は何
のために保有しているのか。細菌自身の DNA 何故分
解されないのか。

第 2 回 DNA スーパーコイル 自然界見られる環状 DNA は、何故スーパーコイルを
形成しているのか。何がコイル状を変化させるのか。

第 3 回 複製・転写・翻訳 DNA の複製、DNA の遺伝子としてのはたらきはどの
ように進行するのか。

第 4 回 タンパク質合成 タンパク質合成はどのようにコントロールされるの
か。

第 5 回 RNA 合成 RNA 合成はどのようにして始まり、どのようにして終
わるのか。

第 6 回 遺伝子制御 原核生物と真核生物との遺伝子制御のちがいはなに
か。

第 7 回 DNA 修復 トランスポゾンはどのようにして他の遺伝子に紛れ込
むのか。傷害を受けた遺伝子はどのように修復するの
か。

第 8 回 小テスト 小テスト
第 9 回 ミトコンドリア DNA ミトコンドリアが固有の DNA やリボソームを保有し

ているのは何故か。細胞核 DNA とのちがいは何か。
第 10 回 遺伝子治療 治療のための遺伝子をどのようにして生体内に取り込

むのか。ウイルスを使った最近の方法について
レポート

第 11 回 細胞周期 細胞周期を決めているのは何か。
第 12 回 情報伝達の機構 微量の情報伝達分子が目的の細胞に的確に到達するの

は何故か。
第 13 回 神経伝達 迅速に逆行することもなく、情報が伝わるのは何故

か。
第 14 回 細胞内伝達 細胞外の情報はどのようにして細胞内に伝わり、細胞

の代謝変化を引き起こすのか。
第 15 回 まとめ 全体のまとめ、質疑応答。
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